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肉用鶏の衛生水準の向上等に関する検討会について 

１． 検討会の趣旨 

カンピロバクター食中毒の発生事案はコロナ禍前の水準に戻りつ

つあり、飲食店等において、生や加熱不十分な鶏肉の喫食による食中

毒が依然として発生。 

肉用鶏の経営においては、食中毒の発生による健康被害や経済的

な影響のないように、生産から消費に至るまでの必要な段階におい

て、より一層衛生管理水準を向上させることが必要。 

このため、令和６年９月、「肉用鶏の衛生水準の向上等に関する検

討会」を設置。検討の視点として（１）技術面の課題、（２）社会の

意識向上の面の課題、（３）情報発信の面の課題として検討。 

２． 委員構成 

別紙参照 

３． 開催実績及び予定 

令和６年９月から令和７年２月まで、計５回の検討会を開催。 

次回、第６回検討会を令和７年３月５日に開催予定。次回検討会に

おける中間取りまとめ（案）に係る議論を踏まえ、年度内に中間取り

まとめ報告書を公表予定。 
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肉用鶏の衛生水準の向上等に関する検討会（第５回）
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自主取組
宣言

（参考）自主取組宣言の全体像

関係者の認識の共有による
社会全体の意識向上

生産農場

農林水産省
厚生労働省

衛生管理の取組状況の可視化
衛生管理水準の向上

運用主体
（日本食鳥協会）

自主取組宣言の申請・
フォローアップ

消費者

自主取組宣言ガイ
ドラインの提示

閲覧

優秀な取組の表彰

生
産
者
の
意
欲
の
向
上

【生産者等に期待されるメリット】
・従業員のモチベーションの向上
・衛生水準の向上に伴う生産性の向上
・自社の社会的評価の向上に伴う企業
間取引の誘因

・消費者の信頼のさらなる確保

食鳥処理場

ポータルサイトへの掲載

SNSやYouTube等
を活用した発信、
シンポジウムの開催

鶏肉の生産・加工段階の
取組への関心の向上

消費者等の認知度の向上
食の安全意識の向上

改訂衛生管理ハンドブック、
HACCPに沿った衛生管理の
ための手引書等の提示

小売・外食事業者等

応援
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肉用鶏の衛生水準の向上等に関する検討会 

委員名簿 

※ ◎：座長

淺木 仁志   一般社団法人日本食鳥協会 専務理事 

◎ 井岡 智子  一般財団法人消費科学センター 理事 

井河 和仁  株式会社トリドールホールディングス 食品安全・品質管理本部 

食品安全企画部 課長 

中井 博文  日本ホワイトファーム株式会社 取締役環境品質保証室長 

野田 衛 国立医薬品食品衛生研究所 客員研究員 兼 麻布大学 客員教授 

橋本 信一郎 株式会社ウェルファムフーズ 

防疫対策部会長 兼 宮城産業動物診療所長 

道野 英司 公益社団法人日本食品衛生協会 理事 

吉田 順子 イオン株式会社 商品戦略部 品質管理グループ

（敬称略、五十音順） 

4

別紙

山口菜美(YAMAGUCHINami)
ノート注釈
山口菜美(YAMAGUCHINami) : Unmarked
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